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名水百選 別府弁天池� （写真提供：山口県間連）
　透き通ったコバルトブルーの水が不思議なほどの美しさを見せる湧き水「別府弁天池」。この湧水は摂氏14度
の透明度の高い水で、環境庁より昭和60年7月20日、日本名水百選に選定され、灌漑や養鱒にも利用されています。
併設されている美祢市養鱒場釣り堀では、ニジマス釣りを楽しむことができます。
　また、ここは別府厳島神社の境内でもあり、その昔、辺りを開墾したものの水不足に悩む長者が、夢のお告げ
通りに弁財天を勧請すると水が湧きだしたという伝説があり、毎年秋にはこの神与の水に感謝の気持ちをこめ、
念仏踊りが奉納されています。
　近くの弁天会館では釣った魚をその場で調理していただくこともでき、近くの秋芳名水特産品直売所

（Benten Blue）（土日祝営業）では、ますバーガーやますスティックを頂くことができます。
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《謹んで新年のご挨拶を申し上げます》

池
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じ

広島国税局間税会連合会　会長

年頭所感

　令和 5年の年頭にあたり謹んで新年のご挨
拶を申し上げます。
　会員の皆さま方には、広島国税局間税会連
合会の運営に対し、格別のご協力を賜り、誠
にありがとうございます。
　また、国税当局の皆さま方には、平素から
多大なるご支援とご指導、ご鞭撻を賜り、厚
く御礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、一年の世相を表す
漢字として発表された、正に「戦」の年であっ
たと思います。2月のロシアによるウクライ
ナへの侵攻開始は世界的に大きな衝撃を与
え、国際情勢は今もなお緊迫した状態が継続
しております。これに起因して、食料やエネ
ルギー価格を中心とした商品市況価格が高騰
し、我が国においても家計や企業経営に大き
な影響を及ぼしました。
　また、新型コロナウイルス感染症との戦い
については、従来をはるかに上回る感染の波
が押し寄せ、新規感染者数も各地で過去最高
を記録しました。ワクチン接種の拡大に加え
て治療薬の開発・供給が進む中で、ウイルス
と共生する社会へ移行しつつあり、経済活動
に明るい光が見えつつあります。しかしなが
ら未だ収束は見通せず予断を許さない状況に
あります。
　一方では、4年に一度開催されるサッカー
ワールドカップで、日本代表が大方の予想を
大きく覆し、世界屈指の強豪国に打ち勝って
決勝トーナメント進出を果たしました。惜し
くも悲願の８強入りは逃したものの、その熱
い戦いは私たちに大きな感動と勇気を与えて

くれました。北京オリンピックでは、冬季五
輪で最多となる 18 個のメダルを獲得するな
ど、スポーツ界における戦いは大いに盛り上
がりを見せてくれました。
　さて、間税会に話を移しますと、本年 10
月より、仕入税額控除の方式として「インボ
イス制度」が開始される予定であり、消費税
制度も新たな時代を迎えようとしておりま
す。消費税についての理解を啓蒙する団体と
しての間税会の役割もますます重要となって
まいりますが、そのような中「税を考える週
間」の恒例行事である『税の標語』の募集に
おいては、当連合会管内において 24,193 点
の応募があり、着実な活動が実を結んでいる
ものと感じております。
　依然として不安定な経済状況のもとではご
ざいますが、会員の皆さま方におかれまして
は、各税務署との適切な連携のもと、会員増
強による組織の拡充や啓発活動の展開に積極
的に努めていただき、間税会活動の活性化に
向けて更なるご協力を賜りますよう、お願い
申し上げます。
　今年の干支は「癸

みずのとう

卯」でございます。飛躍
や向上を象徴する干支といわれており、会員
の皆さま方におかれまして有意義で実り多い
年となりますよう、心からお祈り申し上げま
す。
　また、国税当局の皆さま方のご健勝とご活
躍を祈念いたしますとともに、当連合会の運
営について、一層のご理解とご支援を賜りま
すようお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。
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広島国税局長

《謹んで新年のごあいさつを申し上げます》

　令和5年の年頭に当たり、謹んで新年の御
挨拶を申し上げます。
　間税会の皆様におかれましては、平素から
税務行政全般にわたり深い御理解と多大な御
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　間税会におかれましては、消費税をはじめ
とする間接税に関する唯一の団体として、永
年にわたり税知識の普及と納税道義の高揚を
図るための啓発活動に積極的に取り組んでこ
られました。
　とりわけ、「税の標語」の募集に積極的に
取り組まれるなど、日本の将来を見据えた租
税教育活動に熱心に取り組まれ、着実に成果
を挙げておられます。
　これらの活動の成果は、間税会及び会員の
皆様方の御尽力の賜物であり、心から敬意を
表する次第でございます。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響を
受けられた皆様に対し、心から御見舞いを申
し上げます。新型コロナウイルス感染症の影
響により納税が困難な方に対しては、納税の
猶予制度を御案内するなど、今後も、納税者
の皆様の実情を踏まえた丁寧な対応に努めて
まいります。
　さて、経済社会のデジタル化が進展する中、
国民にとって利便性が高く、かつ、適正・公
平な社会の実現に向けて、当局でもデジタル
化を通じた手続や業務の在り方の抜本的な見
直し、すなわち「税務行政のデジタル・トラ
ンスフォーメーション」に取り組んでいると
ころです。
　このため、「あらゆる税務手続が税務署に
行かずにできる社会」という将来像に向けて、

「手続について調べ、相談し、申告する」といっ
た一連の流れを俯瞰し、e-Tax等の利便性向
上、相談チャネルの充実など、利用者目線に
立って納税者サービスを包括的に見直してま
いります。間もなく始まる令和4年分の確定
申告では、一層便利になったスマートフォン
等による自宅からのe-Tax申告や、スマホ
アプリによるPay払いも可能となったキャッ
シュレス納付を体験いただければと思いま
す。
　本年10月にインボイス制度が始まります。
間税会の皆様におかれましては、インボイス
制度の周知や啓発活動に取り組んでいただい
ており、この場をお借りして厚く御礼申し上
げます。当局としては、引き続き、制度の円
滑な実施に向けて、事業者の皆様に制度への
理解を深めていただいた上で、それぞれの事
業の実態に応じた対応を進めていただけるよ
う、関係省庁と緊密に連携の上、関係民間団
体等の御協力も得ながら、あらゆる機会を捉
えて的確かつ丁寧な周知・広報を行ってまい
ります。
　また、広報に当たっては、中小企業庁の各
種補助事業等についても併せて周知を行うこ
ととしております。
　なお、令和5年度の税制改正にはインボイ
ス制度の円滑な導入に向けた激変緩和措置等
が盛り込まれており、適切に対応してまいり
ます。
　結びに、新しい年が、間税会の益々の御発展
と会員の皆様方の御健勝と御多幸につながる
良い年でありますように、心から祈念いたし
まして、新年の御挨拶とさせていただきます。

年頭の御挨拶
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県間連会長からの年賀状

会　　　長	 村谷太洋
筆頭副会長	 波田兼昭
副　会　長	 吉元 秀、北條栄作、中村正彦、澤田健規、守田正文、原田健久
	 大工幸宏、上津原 章、豊田弘光

令和4年4月現在

山口県間税会連合会　全間連　令和4年度　「税の標語」最優秀作品

「税金を　納める義務と　知る責任」

山口間税会
会長　北條　栄作

徳山間税会
会長　村谷　太洋

厚狭間税会
会長　豊田　弘光

長門間税会
会長　大工　幸宏

岩国間税会
会長　守田　正文

光間税会
会長　原田　健久

下関間税会
会長　波田　兼昭

萩間税会
会長　中村　正彦

柳井間税会
会長　木阪　泰之

防府間税会
会長　澤田　健規

宇部間税会
会長　吉元　秀
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納税表彰おめでとうございます
　令和4年度納税功労者表彰式が令和4年10月26日に東京・三田共用会議所で、広島国税局納税表
彰式が令和4年11月9日にグランドプリンスホテル広島で挙行されました。
　間税会関係では、財務大臣表彰を豊田弘光氏、国税庁長官表彰を大工幸宏氏、真木徳美氏が受
賞されました。
　また、広島国税局長表彰を、杉原弘一郎氏、前　京子氏、佐藤英之氏、山本富造氏、西伸一郎
氏が受彰されました。
　このほか、各税務署においても税務署長表彰が行われ、13名が受彰されました。

財 務 大 臣 表 彰
豊
とよ

田
た

　弘
ひろ

光
みつ

　氏
広島国税局間税会連合会 理事
山口県間税会連合会 副会長
厚狭間税会 会長

国 税 庁 長 官 表 彰
大
だい

工
く

　幸
ゆき

宏
ひろ

　氏
広島国税局間税会連合会 理事
山口県間税会連合会 副会長
長門間税会 会長

真
ま

木
き

　徳
とく

美
み

　氏
広島国税局間税会連合会 常務理事
広島県間税会連合会 常任理事
広島北間税会 会長

国 税 局 長 表 彰
杉
すぎ

原
はら

　弘
こう

一
いち

郎
ろう

　氏
全国間税会総連合会 理事
広島国税局間税会連合会 副会長
鳥取県間税会連合会 会長
米子間税会 理事

前
まえ

　京
きょう

子
こ

　氏
全国間税会総連合会女性部 副部長
広島国税局間税会連合会 常任理事
広島東間税会 理事
広島東間税会女性部 部長

佐
さ

藤
とう

　英
ひで

之
ゆき

　氏
広島県間税会連合会 理事
府中間税会 副会長

山
やま

本
もと

　富
とみ

造
ぞう

　氏
広島国税局間税会連合会 常任理事
広島県間税会連合会 常任理事
府中間税会 会長

西
にし

　伸
しん

一
いち

郎
ろう

　氏
広島国税局間税会連合会 常任理事
広島県間税会連合会 常任理事
海田間税会 会長

税 務 署 長 表 彰
瀨尾　穰明氏（米 子 間 税 会）
髙木　晶悟氏（岡山東間税会）
　山　貴光氏（児 島 間 税 会）
堀　　裕文氏（倉 敷 間 税 会）
石丸　主税氏（玉 島 間 税 会）

福田　邦夫氏（津 山 間 税 会）
蔵田　　修氏（広島東間税会）
小泉美惠子氏（広島西間税会）
棗田　修成氏（府 中 間 税 会）
木下　達之氏（廿日市間税会）

水野　修治氏（海 田 間 税 会）
山本　広樹氏（山 口 間 税 会）
田中　幸夫氏（徳 山 間 税 会）
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全間連第49回通常総会開催
　全国間税会総連合会第49回通常総会が、令和
4年9月9日（金）長崎県長崎市の出島メッセ長崎
で開催されました。広島局間連からは26名が出席
しました。
　当日は、国税庁の阪田渉長官、上竹良彦消費税
室長、高橋俊一福岡国税局長、大石賢吾長崎県知
事など、ご来賓多数が出席しました。
　総会では、令和3年度事業報告、収支決算報告、
令和4年度事業計画（案）・収支予算（案）、役員
補選の議案が、いずれも満場一致で承認可決され
ました。
　また、総会に先だち、第44回青年部通常総会、
第41回女性部通常総会が開催されました。
　総会終了後、元五輪女子マラソン日本代表でス
ポーツジャーナリストの増田明美さんが「暮らし

とスポーツにおける公共性」のテーマで記念講演
会が実施されました。
　広島局間連から出席した役員、会員は、会を通じ
て他の間税会会員の方々と、コロナ禍により中断
していた、意見交換ができ、大変有意義な時間を
過ごすことが出来ました。
　次回は東京で第50回
記念大会が開催されま
す。皆様の参加をお待
ちしています。

第41回 全国間税会総連合会女性部通常総会報告
　広島県間税会連合会　女性部　田中　岳子

　令和4年9月9日第41回全国間税会総連合会女性部通常総会が、長崎県長崎市出島メッセ長崎コンベンショ
ンホールにおいて開催されました。総会では、新井女性部長より、コロナ禍においても「基本方針としては、
女性部の強化と組織拡大に努めて参りましょう」と力強い大会挨拶をいただき、総会の議案が全て原案通
り承認されました。役員改選後に清水女性部長から、「次回の東京大会には、多数の部員のご参加をお待
ちしております」とご挨拶をいただき、多くの部員は参加を楽しみにしておられました。
　広島県間税会連合会女性部からは、8名が総会に出席し、本年、当会が創立10周年を迎え、活動の中心
としてきた「税の紙芝居」3作品と、租税教室の活動の写真を会場後方に展示させていただき、多くの方
に閲覧していただきました。皆様に大変熱心に見ていただき質問も多く受け、後日、複数の単位会に「税
の紙芝居」を贈呈させていただきました。
　また、総会後の懇親会では、長崎名物の皿うどんなどをいただき、学生さんによる「龍

じゃ

踊
おどり

」の披露は会
場中に歓声があがりました。
　間税会の中で、女性部の役割、存在感は益々重要なものになってきております。組織拡大のために新た
な女性部設立を促す必要がありますので、その際は、是非「税の紙芝居」を女性部の活動の柱にしていた
だきますと、他の会との差別化が図れると思います。
　これからも、女性のしなやかさと粘り強さで、女性部一丸となって活動して参ります。引き続き、ご支
援とご協力を何卒よろしくお願い致します。
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広島県間連青年部大会開催
　青年部長　平尾圭司

　令和元年に行われた青年部大会より2回程コロナにより開催が出来てい
なかった青年部大会が令和4年は開催できる運びとなりました。こと有る
毎に申し上げていますが、青年部大会は【間税会の認知度向上】【間税会
が国に提言していく為に会員を増強する】この2点が、大きな目的です。
　その為に我々は、青年部大会講師に拘り、動員できる講師を毎回選考
しています。今回は竹田恒泰さんを講師としてお招きし、2部構成で講演
会を行いました。また、青年部大会主幹は持ち回りで変わるのですが、
今回は広島西間税会が担当で行いました。
　第一部は、トークセッションとして【ここがおかしい日本の消費税】と題し、広島西間税会新田青年部
長がコーディネーターで、竹田先生に消費税について先生の見解を聞かせて頂きました。
　その後第二部は単独公演で【日本をとりまく世界情勢】と題しお話を頂きました。
　竹田先生は、古事記の研究者としての見解から税についての意見を述べられましたが、そこが凄く聴衆
の共感を得られた様に思われます。それは仁徳天皇が民の水煙が上がっていない事を懸念して、民は年貢

に疲弊しているから今後3年会税を免除する決断を断行した話です。民は喜びまし
たがその3年後にもまだ、水煙は上がっていません。そこで更に3年年貢を免除する
と英断を行った後、やっと民の家から水煙が上がるようになりました。しかし6年
間の免税により天皇の宮殿はボロボロでした。それに見かねた民は今度は我々が恩
返しをする番だ！　どうか税を取って宮殿の修復をして欲しいとお願いに挙がった
そうです。政治は民衆の為にある。
　取られている訳ではない！　国民がどうか税を納めて日本国民の為に役立てて下
さいと言う、日本国であって欲しいと述べられた事に参加者は凄く共感を得られて
いた様に見えました。　
　間税会は今後も、税について考える仲間を増やす為に、青年部大会を続けていき
ます。どうか会員皆様方の応援と動員をよろしくお願いいたします。

【正副会長会議】
　令和4年11月25日（金）、ひろぎんホールディングス本社会議室において正副会長会議を開催しました。
　会議では、令和4年度上期の事業報告及び決算報告の後、令和4年度納税表彰者の紹介、令和4年度「税の
標語」優秀・入選作品等について報告がなされました。
　また令和5年5月25日（木）、「第50回通常総会」開催について協議がなされ、50回記念大会として、広島県で
の開催が承認されました。また、来年度以降の通常総会開催地の各県間連持ち回りも協議され、同じく承認さ
れました。
　また、協議事項の中で、全間連より「インボイス制度」導入に伴う間税会の対応について、連絡があり、
傘下50単位会に「アンケート調査」を実施し、それらを受けて、現時点の当局間連の意見として下記の内
容を、報告しております。
　１．�間税会（局間連・県間連・単位会）の「インボイス制度」導入に伴う間税会の対応について、財務

基盤の脆弱な間税会としては、課税事業者選択により消費税申告納付義務が生じるような多大な負
担を負うことは困難であると現時点では考える。

　２．�間税会が課税事業者を選択し、インボイス発行を依頼された場合は、簡易課税制度選択の有無、一
定の経過措置があることの説明などにより、理解を得る。

　３．�総会等（懇親会含む）参加者からインボイス発行を
依頼された場合、懇親会費支払先（課税事業者）か
らの領収書発行依頼の方法を検討することも必要。

　尚、上記意見は間税会としての対応にかかるものであり、
個別会員の意見集約ではありません。
　今後、全間連での企画会議、正副会長会議、常任理事会
等により、方向性が示される予定です。

局間連・業種別部会・単位会の動き

トークセッション

竹田講師単独講演
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　全国間税会総連合会が募集した、令和4年度「税
の標語」には全国から501,589点の応募がありました。
広島局間連からは、24,193点の応募があり、下記の
通り、「入選」16名の方が選ばれました。おめでと

うございます。
　今年度の応募数は昨年比　2,826点、応募単位会
は、37単位会となっております。来年度は50単位会
すべてが応募されますことを期待しております。

令和4年度「税の標語」入選作品（広島局間連分）

　　　　（広島東間税会）
私から　暮らしを支える　納税で
� 安田女子高校　岡村　優香

　　　　（海田間税会）
消費税　ぼくにもできる　税活動
� 中野小学校6年　福井　恵人

　　　　（東広島間税会）
納税で　くらし支える　責任感
� 中学校1年　山延　千奈

　　　　（三原間税会）
税で支えよう　みんなの社会
� 熊谷怜汰郎

　　　　（府中間税会）
消費税　誰でもできる　人だすけ
� 前原　瑞穂

　　　　（三次間税会）
納税は　国民みんなの　義務じゃけぇ！
� 県立三次中学校　岡　くるみ

　　　　（庄原間税会）
税金を　正しく納めて　支える未来
� 西岡　　昂

　　　　（徳山間税会）
納めようゼイ（税）‼　未来につなげる　国づくりのために
� 後藤　虹奏

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

　　　　（光間税会）
レシート見れば　気づくこと　私も立派な納税者
� 松山　心華

　　　　（長門間税会）
納税は　明るい未来の　夢切符
� 小田村和波

　　　　（岡山東間税会）
税を知り　正しい納税　はじめよう
� 山本　恭誠

　　　　（岡山西間税会）
税金は　未来をつくる　原動力
� 重松　蓮成

つながるよ　未来の子供に　私の納税
� 河嶋　美桜

　　　　（西大寺間税会）
納税が　持続可能な　社会をつくる
� 柏　　百徒

　　　　（玉野間税会）
消費税　知って芽生える　責任感
� 濵口　三咲

　　　　（倉敷間税会）
小さな税　大きな町を　支えてる
� 山本　凌駕

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

入　選

【全間連】
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●女性部　「税の紙芝居」実演・贈呈
日時：11月14日　場所：鈴峰園保育園
日時：11月15日　場所：五日市中央北保育園
保育園を訪問し、税の紙芝居の実演と併
せて、税に関するクイズを実施しました。

１．税を考える週間行事報告
　去る11月11日（金）から1週
間　広島県呉合同庁舎壁面に
　①税を考える週間がスター
トする広報　②呉間税会で募
集した　税の標語の最優秀賞
一般の部と小学生の部の計2点の懸垂幕を掲示させて
頂きました。また、ゆめタウン呉店3階の催事スペー
スで呉間税会が募集した税の標語の最優秀賞・佳作を　法人会等の税
務関係団体で募集された税の絵ハガキコンクールや習字などと一緒
に11月5日～16日まで掲示させて頂き、11日には呉間税会会員でクリ
アファイル等を300セット市民に配布しました。今後も同様な活動を
続けてまいりたいと考えています。

　11月2日に税務研修会と海田税務署
長講演会を「サンピア・アキ」で開催し
ました。出席者は36名。研修会はイン
ボイス制度とキャッシュレス納付について詳しく説
明してもらいました。インボイス制度の解説資料は
当会が10月8日にタレントの国光かよこさんを起用
して実施した「インボイス制度のニュースリリース」
で使用したものを活用しました。山﨑税務署長には[
不服申立制度]について解説していただきました。

　東広島間税会が東広島
市内の中学1年生等を対
象に実施した令和4年度
「税の標語コンクール」に
は、693作品の応募があり
ました。審査経験者による1次審査、当会役員等によ
る2次審査により25作品を選出した後、各関係団体長
等による最終選考を経て、各団体長賞及び入賞作品
を決定しました。この25作品については、当会役員
の手により短冊にしたため、税を考える週間期間中、東広島市役所1階
ロビーと市内大型店舗において、他の関係団体作品とともに展示しま
した。

　尾道間税会では、「税を考
える週間」の事業として、11
月8日から24日までの間、㈱
フジグラン尾道3階に、税の
標語入賞作品、中学生の税
の作文入賞作品、書写入賞
作品を展示しました。また、
中学3年生の書写については応募全作品を展示いたしました。
　税務協力団体の（公社）尾道法人会が募集した小学生の絵はがきも
同時に展示され、多くの方にご覧いただきました。

●税の標語展示
　三原間税会では、市内中学校
へ「税の標語」募集を行い794点
の応募を頂きました。その中から、
三原税務署長、三原間税会長賞
を選出。また、全国間税会連合か
ら1点の入選を頂きました。作品
は大型ショッピングセンター内

呉間税会

海田間税会

東広島間税会

尾道間税会

三原間税会

●「税を考える週間行事」について
　広島東間税会女性部の主催により、税を考え
る週間の初日11月11日（金）の11時より恒例の街
頭キャンペーンを、ヤマ
ダデンキLABI広島店花
壇前で、25名の参加によ
り実施しました。
　来賓紹介の後、本年度
全間連最優秀作品の「税
の標語」看板を、当会副会
長・広島東税務署長・女性
部長により「除幕」を行い
ました。
　除幕式終了後、ヤマダデンキLABI広島店前と福屋デパート八丁堀
本店前の2カ所にて、約500部のクリアファイルの配布を行いました。
　コロナ禍の為，本通りでのパレードは見合わせていますが、段階的
に従前の行事に戻すべく張り切って全員でポケットティシュ入りの
クリアファイルの配布を行いました。
　当日の「税の標語」除幕式は、前女性部長・藤木広島東税務署長が、
インボイス制度導入を踏まえて、地元テレビ局の取材に応じ、午後の
ニュースで放映されました。
　なお、この看板は、11月11日から11月17日まで掲示しました。

「税を考える週間」行事
2022/11/11～2022/11/17
●街頭キャンペーン
　11/13（日）アルパーク
　東棟・西棟連絡通路
　会員13名広島西税務署からは、中村署長ほか幹部の皆様が加わり、
消費税に関するファイルやチラシを各300部通行者に配布し、税の啓
蒙活動を実施した。
●「税の標語」
　アルパーク西棟１Ｆセンターコート
　税務団体協議会との共催で「税金展」を
開催し、「税の標語」などを展示した。本年
は、223件の応募があり、優秀作品には、「広
島西税務署長賞」、「広島西間税会長賞」を
授与した。

●「税に関する川柳・標語」表彰式
日時：11月15日（火）
場所：広島南税務署
内容：広島南税務団体連絡協議会との共
催で「税に関する川柳・標語」の募集をし、
川柳60点、標語39点の応募がありました。また、間税会より川柳の部
より1名、標語の部より3名、表彰を受けました。
●「税の標語」表彰状・記念品授与
日時：11月30日（水）　場所：宇品中学校　
表彰者：優秀賞3名、入選4名
日時：11月30日（水）　場所：翠町中学校
表彰者：入選1名
内容：全国間税会総連合会の主催で「税に
関する標語」を募集し、362点の応募があ
りました。新型コロナウイルス感染対策防止の観点から表彰式は行わ
ず、各学校の校長先生宛に授与致しました。

●「税に関する標語」表彰状授与
税の標語を募集し、優秀作品を表彰しま
した。
日時：11月17日　場所：原小学校
表彰者：3名
日時：11月21日　場所：五日市高等学校
表彰者：17名

広島東間税会

広島西間税会

広島南間税会

廿日市間税会

「税を考える週間」行事に参加
　昨年の11月11日から17日までの間、「税を考える週間」行事の一環として、私たちの生活に欠かせない税についてより深く考
えていただくため、各地で色々な催しが開催されました。
　昨年は、「新型コロナウイルス感染症」の新規感染者数も各地で過去最高を記録しましたが、ワクチン接種普及による重症化
リスクの低減や、感染防止策の定着化などにより、コロナ禍前の社会活動を取り戻しつつあり、多くの各間税会において、国
税局、税務署及び他の関係民間団体等と協力して、街頭広報活動や「税の標語」の表彰式などを開催しましたのでご紹介します。
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　11月16日　周南市　ホテル　サン
ルート徳山にて、（公社）徳山周南法人
会に協力して税の講演会を開催しま
した。
　徳山税務署　署長　小松和男　氏
に演題「税務行政の将来像と査察の概要・調査」で講演して頂き、55名
で聴講しました。

　令和4年度の「税の標語」を募集し、497作品の応募がありました。そ
の中から、光税務署長賞、光間税会会長賞として6点の作品を選出し、
中学校3校で表彰式を実施しました。あわせて、全国間税会総連合会
の入選作品1点の表彰状等の交付も行われました。

　11月13日（日）に、地場産フェア会場内
にて街頭キャンペーンを行いました。例
年では、花の種と一緒にe-taxのチラシを
配布するところですがコロナ禍の影響に
より規模を縮小し、ブース出展での啓蒙
活動を行いました。
　また、市内中学生から応募のあった「税
についての作文・書写」について、沢山の
応募作品の中から優秀作品が表彰され、
入選作品をアスピラート防府に展示しま
した。

●広報活動
　下関税団協の各団体会員と下
関税務署員総勢42名で、11月7日
（月）ＪＲ下関駅前周辺でポケッ
トティッシュを配り、「税を考え
る週間」をＰＲしました。
●租税作品合同表彰式
　下関税団協の各団体主催で募集した
租税作品の優秀受賞者を一同に集め、11
月12日（土）下関駅前のショッピングセ
ンターシーモール下関2階セントラルコ
ートにて、お客様が見守る中、合同表彰
式を行いました。各団体の長より35名
の受賞者に表彰状と記念品を授与しま
した。終了後、受賞者とお客様を対象に税金クイズ大会を実施しました。
今年はテレビ局3社の取材もあり、「税を考える週間」を広くＰＲでき
ました。
　また、優秀作品を、11月9日から12月下旬にかけて市内の商業施設や
総合支所他で展示しました。

【実施事項】　中学生の税に関する優秀作品表彰式
【主催者】　　宇部税務署、宇部税務署管内納税貯蓄組合連合会、
　　　　　　宇部間税会　共催
【開催月日】　11月13日（日）
【場所】　　　フジグラン宇部　1階（宇部市明神町三丁目1番1号）
【対象および参加者】
　宇部市内中学校の入賞者およびご父兄の皆様
　宇部税務署　所属団体の代表者などご来賓の皆様
　宇部税務署　署長および担当職員の皆様
　宇部税務署管内納税貯蓄組合連合会　会長および担当役員の皆様
　宇部間税会　会長および担当役員
　お買い物等の目的で会場にお立ち寄りくださった市民の皆様
　以上、推計約80名
【内容】「中学生の税に関する優秀作品表彰式」
　「税の標語」について、宇部税務署管内
納税貯蓄組合連合会様との共催で合同表
彰式を行いました。
　今年度の応募は414作品（281名）あり、
また小学生1名の応募もあり、その中から
宇部税務署署長賞1作品、宇部間税会会長
賞1作品、山口県宇部県税事務所所長
賞1作品、宇部間税会入賞者5作品を
表彰しました。表彰式会場に標語・書
写・作文・絵はがきの入賞作品を展示
しており、多数のご来場を頂きました。
　当日ご欠席の生徒さんの入賞作品
については、後日学校を訪問し個別
に表彰しております。

徳山間税会

光間税会

防府間税会

下関間税会

宇部間税会

入賞者と記念撮影

式典出席者

にて、その他税務協力団体と合同で税に関する作品の展示を行いました。
　期間は、令和4年11月7日（月）から16日（水）の10日間行い多くの市民
の方にご覧頂くことが出来ました。
　今年の表彰式は、11月12日（土）にコロナウイルス感染拡大防止のた
めショッピングセンター内でなく近隣のホテルにて受賞者と保護者
のみで開催いたしました。

　11月6日 、天満屋
福山ポートプラザ
店にて、女性部主催
の「高校生による税
に関する書道パフ
ォーマンス」を開催
し、広島県立神辺旭
高等学校書道部の
皆様に税に関する作品を書き上げていただき、来場者へ税への理解を
広く呼びかけた。
　また、小学生の「税に関する絵はがきコンクール」出展作品のうち、
42作品を広島銀行福山営業本部ロビーへ展示し、来店者に鑑賞いただ
くとともに、啓発を行った。（11月16日～11月30日）

●「税の標語」作品の選考と表彰
　令和4年度の「税の標語」は府中市内及び近隣の中学3年生及び義務
教育学校9年生から659点の応募がありました。
　9月7日には府中商工会議所で田中府中税務署長と府中間税会役員
で最終審査会が行われ12点が選ばれました。
　11月8日には受賞された中学生及び関係者の方々をお招きして表彰
式が盛大に行われ、受賞者には賞状と記念品が贈られました。
　税の標語優秀作品は「税を考える週間」にあわせて他の租税協力団
体の作品と一緒に11月22日から市内の各所で展示され多くの方が観
覧されました。

2022年11月12日11時
ショッピングセンター「ジョイフル」にて
庄原税務署長他当会役員　計13名
◆西上副会長による「紙芝居」講演
◆�庄原税務署長をはじめ、当会役員によ
る「ティッシュ配り」による啓蒙活動

　「税に関する絵は
がき、作文、習字、標
語コンクール」への
協力参加
　租税教育の一環と
して山口市内の小学
生・中学生を中心に
各作品を募集。その中から絵はがき12点、習字10点、
作文3編、標語2点の優秀作品を選出し、表彰並びに募集作品の展示を
市内4か所にて行いました。改めて子供の教育と税金の大切さを実感し、
これかもこの啓蒙広報には、山口間税会として最大の理解と協力体制
をもって、活動して参ります。

日　時 ： 令和4年11月14日（月）
場　所 ： 岩国市立麻里布中学校
内　容 ： 「税の標語」
　　　　岩国税務署長賞授与
参加者 ： 岩国税務署長・岩国間税
会会長・麻里布中学校校長・優秀作
品作成者　計4名
　岩国間税会は前年度より「税の標語」
のより一層の活性化を図るため、岩国税
務署のご協力により岩国市内の中学校
に「税の標語」の募集を行なっております。
多くの中学校の協力により「税の標語」の応募が増加したため、当年
度より岩国税務署長賞を創設いたしました。岩国間税会役員が多くの
応募作品の中から最も優れた1点を岩国税務署長賞として選定し、当日、
岩国税務署長による賞状の授与、岩国間税会会長による記念品の授与
を行いました。

福山間税会

府中間税会

庄原間税会

山口間税会

岩国間税会
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　11月11日～17日の「税を考える週間」に
合わせて長門税務署管内の間税会・法人
会・納貯連合会・青申会がそれぞれ募集し
た『税の標語』『絵はがき』『中学生の税の書
写・作文』の優秀作品を【税に関する作品展】
としてフジ長門店のロビーに合同展示し、
12日には、特別賞を受賞した児童・生徒20
数名を一同に会し、合同表彰式を挙行した。
　尚、管内11小学校より募集した『税の標
語』は応募児童数361名、応募作品数544点
を数え、特別賞6点・入選9点・佳作20点を選
び優秀作品として展示した。

（1）街頭広報活動と広報車出発式
　岡山東間税会では「税を考える週間」
（11月11日～17日）のＰＲのため、週間初
日の11月11日（金）に街頭広報活動と広
報車の出発式を行いました。
　街頭広報では感染対策を行い、岡山東
税務署・備前県民局それぞれのマスコッ
トキャラクター、イータ君、ももっちと、当会の役員・会員 合わせて約
40名が、表町商店街を通行している方々に広報グッズを配布しました。
　広報車の出発式では、ご来賓として野上岡山東税務署長・大江備前
県民局税務部長、木村岡山東納貯連会長、岸本岡山東青申会会長にご
出席いただきました。

（2）岡山東税務署長納税表彰
　令和4年度の岡山東税務署長納税表彰式
が、11月15日（火）に岡山東税務署で行われ、
会長代理で川口副会長が出席しました。そ
の席上、岡山東税務署長表彰に髙木会長、租
税教育推進校等表彰感謝状に岡山東間税会の受賞が報告されました。
　授与式は11月28日（月）に㈱トマト銀行本店で行われ、野上署長から
各表彰状が授与されました。

（3）税に関する作品の表彰
　○�岡山市租税教育推進協議会　岡山東
間税会長表彰

　　�　岡山市租税教育推進協議会の「税
に関する習字」に協賛しており、習
字の部で優秀作品に対し表彰を行っています。

　　�　令和4年度の岡山東間税会長表彰は、岡山市立甲浦小学校の、 
原 琴音 さんに決まり、11月21日（月）に同小学校で表彰式が行な
われ、石村理事から表彰状と記念品が授与されました。

　税を知る週間の最大行事である「税の標語」の募集がやってまいり
ました。本年は昨年を上回る3,769作品の応募がありました。昨年対比
で56作品増加、応募校は2校減少という結果でありました。
　この中より、全国間税会表彰2作品、岡山西税務署管内表彰5作品と
なりました。
　ご応募下さった多くの皆様、小学校の先生方、お世話になった間税
会会員の皆様に感謝と御礼を申し上げます。
　全国表彰上位15作品の内訳は、小学校0、中学校7、高等学校2、一般6
であり、国税局別に見ると中国、四国、北九州、南九州の４国税局管内
からの高位入選は0でありました。
　租税教育の徹底を重視する立場からすれば、税の標語コンテストも
「小学生」、「中学生」、「高校生以上一般の部」と三部門に分別して募集、
表彰することが一番早い道であると思えます。
　最後に税の標語の応募者の皆
様、ご尽力頂いた皆様に重ねて
御礼申し上げます。

●税の標語表彰式（邑久中学校・西大寺小学校）
　西大寺間税会では、「税の標語」
を小学生・中学生を中心に募集
しました。その結果、688名より
1,137作品の応募をいただきまし
た。9月16日に西大寺税務署にて
税務署長、当会役員による審査会を開催し、厳正な審査の結果、次の
作品が優秀作品として選定されました!! 最優秀作品等の優秀作品は、

長門間税会

岡山東間税会

岡山西間税会

西大寺間税会

西大寺間税会の広報活動に使わせていただきます。なお、最優秀賞・
優秀賞の作品6点のうち5点を西大寺間税会代表として全間連の選考
会に推薦いたしました。また、全間連入選、西大寺間税会での最優秀賞・
優秀賞は、各学校で表彰式を行ったほか、11月15日より西大寺税務署
管内の各地域にて、習字等の租税作品とともに優秀作品を展示しまし
た。
　★全間連入選・最優秀賞（小学生の部）
　　「納税が　持続可能な　社会をつくる」　
　　　岡山市立西大寺小学校　5年　柏　 百徒さん
　★最優秀賞（中学生の部）
　　「税金を　納めて守ろう　良い暮らし」　
　　　瀬戸内市立邑久中学校　1年　細野 なみ杏さん
●税務研修会を対面型とＷｅｂ配信のハイブリッド形式で開催
　西大寺間税会は、『税務研修会』を西
大寺法人会などの税務協力団体と共同
で開催しました。11月16日に体験学習
施設百花プラザで税理士の近成彰彦さ
んを講師にお迎えし、「令和4年分年末調
整」について研修を行いました。コロナ禍
ということもあり、昨年に引き続き、従来
どおりの対面研修とWeb配信のハイブリ
ッド形式で実施しました。
　対面研修では、参加人数を20名と限定し、
ソーシャルディスタンスを保ち開催。また、
対面研修を撮影した映像を、ＹｏｕＴｕｂ
ｅを活用しＷｅｂ配信しています。どなたでもご視聴いただけますの
で、年末調整事務等の参考にしいていただけたら幸いです。
　今後も、間税会の基本である税を中心とした研修会を開催して参り
ます。ご参加・ご視聴お待ちしています。
●（税を考える週間行事） 中学生と一緒に広報活動！！
　11月15日に管内の商業施設ゆめタウ
ン邑久店（瀬戸内市邑久町）及び11月17
日に天満屋ハピータウン西大寺店（岡山
市東区西大寺）の2カ所で広報活動を行
いました。参加者は、当会のほか西大寺
税務署、民間税務団体の税理士会・法人
会、そして職場体験中の地元西大寺
中学校の生徒と協力して活動しまし
た。
　参加者は「税を考える週間です。
くらしを支える税について考えてみ
ませんか？」と呼びかけながら、買
い物客らにチラシとティッシュを手
渡しました。併せて「税に関する絵はがきコンクール」と間税会主催「税
の標語」の租税作品の展示についても案内しました。
　職場体験中の中学生の活躍で、買い物客への周知ができた広報活動
となりました。今後も、税知識の普及と税の理解を求める広報活動を
行っていきたいと思います。

【税の標語募集事業】
　瀬戸間税会は、税を考える週間に合
わせ「税の標語」と法人会女性部会主
催「税の絵はがきコンクール」、納税貯
蓄組合主催「税の作文、書写」の租税
作品の啓発活動を税務3団体で開催しています。今年度（R4）は26名、
54点の応募があり、会長賞1点、税務署長賞1点、入選4点を選出。12月2
日（金）には、備前市立三石中学校で表彰式を行いました。瀬戸税務署
藪本署長より、税務署長賞を受賞した2年武内暖陽さん、瀬戸間税会増
永会長より、会長賞を受賞した1年有吉夏菜さん他、入選の方々に賞状
と記念品が贈られました。また、税を考える週間に合わせ11月7日～
12月13日まで、公民館や郵便局での展示も行いました。
　★瀬戸税務署長賞
　　「税金は　日本を支え　自分を支える　第一歩」
　　　備前市立三石中学校2年　竹内 暖陽（たけうち ひなた）さん
　★瀬戸間税会会長賞
　　「納税者　納めるたびに　人を救える　救世主」　
　　　備前市立三石中学校1年　有吉 夏菜（ありよし かな）さん

　11月12日 玉野市宇野のショッピングモ
ールメルカにおいて、玉野税団協と共催
の「税を考える週間」の合同PR活動を行
いました。最初は当会会員で青申会会長
の大川税理士と法人会青年部による掛け
合い漫才での公開租税教室が開講。その
後は税の標語・絵はがき、習字、作文の合
同表彰式。表彰式後は恒例の街頭PR活動
で、人気の東児ライダーエイトと玉野マ
リン大使も参加しました。大いに盛り上
がった事業となりました。

瀬戸間税会

玉野間税会
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に配布されました。
　教育長からは「毎年継続して寄贈していただきありがたい。社会科
の授業に活用させていただきます」と、謝意が示されました。
　出雲税務署、出雲地区税務団体連絡協議会は、10月29日、30日に出雲
ドームで開催された「いずも産業未来博」に共同出展しました。
　出展ブースでは、制度周知コーナーや租税作品展示コーナーが設置
され、多くの来場者に、税への理解を深める
活動となりました。
　出雲間税会からは、石倉事務局長が参加し、
税金クイズの出題や「消費税啓発チラシ」な
どの配布を行い、税知識の普及啓発や間税会
活動のPRに努めました。
　また、税務署主催の年末調整説明会が開催
されなくなったことから、出雲法人会と共催
で、会員サービスの一環として、令和4年分
年末調整説明会と消費税インボイス制度説
明会を同時開催しました。説明会は11月21日、
22日、24日の3日間で合計5回開催し、いずれの会場も定員に達するな
ど好評を得ました。

　石見大田間税会では、「第26回税を考える週
間事業」の一環として、恒例の税の標語や税金
クイズを実施しました。
　税の標語は、中学生の部と一般の部で募集
を行い、中学生の部が79作品、一般の部が22作
品、合計101作品の応募があり、各部1点の最優
秀作品を選考いたしました。
　最優秀作品は、11月13日に大田商工会議所で開催された租税作品合
同表彰式において「石見大田間税会会長賞」として表彰しました。
　税金クイズは、揮発油税の問題など全3問を葉書に記載して配布し
たところ、今年度は218通の応募があり、正解者から抽選で30名を選出
し、会員事業所で使用できる商品券を発送しました。

●第10回 租税作品合同表彰式を実施
　「税を考える週間（11月
11日から17日）」行事とし
て第10回租税作品合同表
彰式を、新型コロナウィ
ルス感染症対策の為、受
賞者と家族など関係者に
限定し開催。
　浜田法人会が主催、浜
田間税会は後援し実施さ
れました。
　今年度の租税作品は、
参加校小中高32校で831作
品の応募があり、優秀作品の受賞者37名と租税教育推進校1校の表彰
が行なわれ、作品展示は、浜田税務署管内13会場で展示されました。

　R4.11.5、税を考える週間（11月11日～11月17
日） に併せ、㈱キヌヤチラシに掲載し、意識高
揚に努めるとともに、益田法人会・益田税務署
様が中心となり、期間中の11/15～11/20に小・
中学生及び高校生の租税作品「税に関する絵
はがき・習字」の展示をキ
ヌヤ益田ショッピングセ
ンター2Ｆにて開催いた
しました。

石見大田間税会

浜田間税会

益田間税会

（1）「税の標語」作品の選考と表彰
　令和4年度の「税の標語」は玉島税務署管内
の中学校4校から435点の応募がありました。
　9月15日に、玉島税務署にて玉島
税務署長と玉島間税会役員で最終審
査が行われ、玉島間税会長賞、玉島
税務署長賞を含む12点が選ばれまし
た。11月10日には玉島間税会野田会
長が受賞された中学校を訪問し表彰式を行い、受賞者に賞状と記念品
を贈呈しました。また、優秀作品は租税団体の作品と一緒に「税を考
える週間」にあわせ11月7日～13日まで玉島市民交流センターに展示し、
多くの方に観覧されました。

（2）広報ＰＲ活動
　11月13日（日）に、玉島市民交流センター
及び駐車場を会場に開催された「第33回玉
島ふるさとふれあい物産展」に参加しまし
た。当日は天候がすぐれない中ではありま
したが約5,000人もの来場者で賑わい、玉島
税務署のご協力のもと（公社）玉島法人会、
玉島青色申告会と共同で出展し、税につい
てのＰＲを行いました。出展ブースには多
くの親子連れの方がご参加され、盛況のうちに終えました。

●「税務手続きの
� オンライン宣言式」を開催
　真庭間税会など税務関係7
団体で組織する「真庭税務団
体協議会」が、11月16日（水）
に勝山文化センターで広島国税局管内では初めてとなる「税務手続き
のオンライン宣言式」を行いました。広島国税局森田総務部長をはじ
め来賓・関係者22名が出席し、官民ともに税務手続きのデジタル化に
より、利便性の向上や効率化を進めていくことを宣言しました。

日時：2022年11月3日（木・文化の日）
場所：イオン米子駅前店　
　　  1階イベントスペース
内容：米子東高校の生徒らが、税を表現
した書道パフォーマンスを披露しました。
人数：50名～100名程度

●税の標語表彰式実施
　2022年11月17日13：20　安来市立伯太
中学校にて、税の標語松江間税会会長賞
の表彰式を行いました。
　受賞者は、2年2組門脇愛音（あのん）さ
んです。

　出雲間税会は、毎年税を考える週間前後に、“世界の
消費税”図柄刷り込みクリアファイルを出雲市内の小
学校34校の6年生全員に配布しています。
　今年は、12月12日、内田会長より出雲市教育委員会
の杉谷教育長に贈呈しました。贈呈したクリアファイ
ルとパンフレット1800部は教育委員会を通じて全校

玉島間税会

真庭間税会

米子間税会

松江間税会

写真右：足達松江間税会会長
写真中央：受賞者の門脇愛音さん
写真左：實重伯太中学校校長

出雲間税会

11月13日　租税作品合同表彰式

租税作品の展示（11月11日から11月17日）
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　呉南ロータリークラブ主催で、広島県内のイ
ンターアクトクラブが、呉へ一堂に会し、「未
来は私たちが担う～政治にふれてみよう」を
テーマに、第一部「選挙制度について勉強して
みよう」第二部「消費税について勉強してみよ
う」を座学した後、グループ討議・結果発表・
実際の選挙投票の模擬体験を行いました。

 ・日　時　　　　2022年6月11日㈯　呉市内
 ・ホストクラブ　清水ヶ丘学園
 ・スポンサーホストクラブ　呉南ロータリークラブ

【開催経緯】
　私が、ロータリークラブに所属し、青少年育
成事業で指導者研修会を担当することになり、
そもそも呉間税会青年部で、地元小学生に租税
教育を10年以上行っていた私にとって、「いつ
も、税知識取得は何の為に行うのか？」と思っ
ておりました。
○�税は国民のために使う大事な財源であること
⇒その財源の使用方法を考える必要性がある
こと⇒財源の使用方法を考え、それを決める
のは誰なのか？⇒税の使用の決裁者を選ぶの
は誰なのか。租税教育の中に落とし込まない
と、税知識がテクニックを学ぶだけのものに
なってしまうのではないか。と常々疑問を覚
えておりました。
　また、ちょうど選挙権が18歳に引き下げられ
た事は、大きな転機として、高校生が有権者と
して実感してもらう方法がないだろうか？と考
えたところ
『お金（税）と政治は結びついている』を伝え
たいと思いました。
　そこで
〇�消費税を題材にしたマニュフェストの作成

〇模擬選挙を体験してみる
　の考えからスタートしました。

【研修を行う目的】
〇�初めて会う人達の前で、自分の意見を言える
勇気を持って貰う。
〇�各政党内で、役割分担を話し合って決めても
らい、消費税に特化した政策を自ら考え仲間
にディベートを行い政策の決定を行う。
　�自らの意見を伝えるためには、事前の学習が
重要であることを感じて貰う。
〇�18歳に引き下げられた選挙制度を学び、自分
達が将来を担う為に選択ができる事を感じて
貰う。

【研修計画】
１．事前学習
〇�1ケ月前に、呉間税会青年部と呉税務署第1統
括官とで、ディスカッションテーマである消
費税についての事前学習教本を作成し、各学
校の生徒へ配布、また、教員向け生徒指導要
領も作成し、研修当日に政党内でマニュフェ
スト作成の為の討議が濃い内容になるように
行った。
２．研修当日の段取り
①�各学校の生徒を振り分けたテーブル毎を政党
に見立てる
　・�政党名、党首、ディスカッションリーダー、
書記をそれぞれ自分たちで決定する

②座学として　
　第一部『選挙制度について勉強してみよう』
　外部講師：�呉市明るい選挙推進委員会会長
　竹上和徳 様
　�内容は、日本の選挙制度の歴史や現在抱え
る選挙の問題点等

【特集】新しい租税教育を目指して
≪租税教育と選挙との関係を高校生に学んで貰う研修会の開催≫

呉間税会　青年部活動報告
青年部長　平尾　圭司



全国２００万世帯への通販企業です
美味しい食品やおもしろい雑貨など生産者・メーカー様からの商品提案を
お待ちしています
www.yamaki.co.jp
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　第二部『消費税について勉強してみよう』
　外部講師：�呉税務署法人課税部門第

一統括官
　木吉俊之 様
内容は、消費税の
成り立ちや使用目
的、軽減税率・イ
ンボイス制度等

③�政党内（各テーブル毎）で、消費税に関する
マニュフェストを作成する
　その際、作成ポイントを提示する：
　Ａ、消費税を
　　　どうしたいか？
　Ｂ、なぜ、
　　　そうしたのか？
　Ｃ、だれのために（対象者）
　�結果として、どの様にな
ると良いと考えたのか。

④�ディベート（演説）　政党で決めた
マニュフェストを国民に発表する。
　�発表方法も自分たちで決め、党首
が演説・政党の仲間と演説等効果
的な方法も皆で考えて決める事。

⑤模擬選挙を体験してみよう
　�どの政党に投票するかの選挙権人（投票者）
は、事前のクジで選ばれた生徒達とし、ここ
からは、キャンペーン客観的に各政党の演説
を聞いて、一票を投じたい政党に投票するこ
ととする。
⑥投票の発表
　�呉市選挙管理に補佐してもら
い、投票箱の開票、票の集計、
投票結果発表すべて、生徒が
行う。

【研修会を終えて】
　生徒は私が思っていたよりも積極的に、政党
内（テーブル内）で消費税はどうあるべきか話
し合ってくれていました。【消費税は未来を担
う学生の為に使う】や【スウェーデンやノル
ウェーの様に高福祉を目指す為に消費税の税率
を上げよう】など、様々な意見を皆で議論して
演説してくれました。さらに『今の政治は年配
の人の意見に左右されている、それは若い世代
が選挙に行って投票しないからだ！　だから私
は18歳になったら選挙に行って投票する』と
言ってくれる生徒もいました。私としては【税
や政治に若者は興味が無い】と大人が決めつけ
ているだけで、大人が若者にアプローチをする
手段を知らないだけだと思います。今後もこの
様な企画を間税会では行っていきたいと思いま
す。
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事 務 局 の 介紹事 務 局 の 介紹
呉間税会事務局
　呉間税会の事務局は土岡会長が社長を務めている
正和実業株式会社内にあります。初代呉間税会会長
が現会長の父親でもあり、その折から約34年間事務
局は上記内にあります。事務担当者は土岡、吉田、
日浦の3名です。呉間税会の会員は現在406人社で、
広島県内第2番目の会員数がおります。当会は様々な
事業を積極的に行っており、事務局としてこれからも
しっかりとサポートしていきたいと思っています。

【事務局】
〒737-0004　呉市阿賀南3-8-5　正和実業㈱ 内
TEL0823-71-8228　FAX0823-71-8230

出雲間税会
　出雲間税会（会長　内田晃市：湯宿草菴社長）は、事務局を出雲商
工会館内に設置し運営しています。令和2年9月より昨年9月までの2年
間第16回モデル会に指定され、コロナ禍ではありましたが、出雲空港
連絡バスや市役所前懸垂幕に税の啓発広告を掲出、年末調整説明会＆
消費税インボイス制度説明会の主催、また、出雲ドームで開催された

「いずも産業未来博」に他の税務団体と共同出展し、税金クイズの出
題や「消費税啓発チラシ」の配布を行いました。
　毎年、税を考える週間前後には、“世界の消費税” 図柄刷り込みクリ
アファイルを出雲市内の小学校34校の6年生全員に配布しており、教
育長からは「毎年継続して寄贈していただきありがたい。社会科の授
業に活用させていただきます」と、謝意が示されています。
　今後も引き続き、税知識の普及啓
発や間税会活動のPR、組織の拡充強
化に努めていきたいと考えています。

【事務局】〒693-0011　
島根県出雲市大津町1131-1
出雲商工会館3階　
TEL0853-25-3731　
FAX0853-25-3522

１．ご挨拶
２．間税会組織図

３．活動報告・お知らせ
４．会報等

広島国税局間税会連合会のホームページを是非ご覧ください ! !

www.hiroshima-kanzeikai.jpア ド レ ス

主なコンテンツ

事務局
からの
お知らせ

山口県を代表するソウルフード。瓦そば
　明治10年の西南戦争。薩軍の兵士たちは瓦で野草や肉を
焼いて食べていた、という古老の昔話をヒントに作られた
川棚温泉の名物料理。熱々の瓦に、茶そば、牛肉、錦糸卵を
彩りよく盛り付けて青ネギを散らし、海苔とレモン、モミジ
おろしをトッピング。瓦で焼けてパリパリになったところ
を特製つゆでいただきます。
　瓦そばの誕生は昭和37年。使ったのは数十年の年月を経た日本瓦。江戸時代、長府
毛利藩の御殿湯だった川棚温泉は、殿様ご一行の通る街道筋に面した湯宿は、茅葺き
藁葺きが当たり前の時代においてすでに瓦葺きでした。瓦が必需品の川棚温泉だから
こそ、瓦そばが生まれました。発祥の店「元祖瓦そばたかせ」をはじめ「瓦そば本店
お多福」で食べることができます。また旅館のご夕食でもオーダーできます。

提供　山口県間連


